
第第３３章章  

公公共共建建築築整整備備のの進進めめ方方  

公共建築整備にあたり、本指針が基になり効果的な 

施設整備が進められることを目的としています。  



 

 

                              懇話会委員  中嶋 壽志 

 

 デフレ、グローバル化等に伴い企業の競争環境は厳しさを増している。最近頻繁にマスメディアを賑わす「優勝劣

敗」、「二極化」、「勝ち組、負け組」などの言葉は、それを象徴するものである。こうした中で、勝ち組になるキーワー

ドは「差別化」である。製品やサービス、事業モデルなどで競争相手との鮮明な違いを打ち出せたところに勝利の

女神が微笑む。もっと別の言葉で言えば、ブランドであったり個性、特徴が不可欠というわけである。 

 このことは都市にもあてはまる。企業間競争と同様、今後は都市間でも競争がますます厳しくなって行くことは間

違いない。その結果、成長する都市と衰退する都市を鮮明にしていく。土地神話の崩壊は、定住意識を明らかに低

下させているし、生活圏の広域化は、生活者による都市の選別が強まった結果でもある。まさに、これは生活の流

動化現象とでも言って良いだろう。そして、生活者に支持されない都市は、衰退を余儀なくされる。では、地域間、

都市間競争に勝利する鍵は何だろうか。それは、企業間競争でのキーワードとまったく同じで「差別化」ということに

なろう。言い換えれば、都市の個性であり、都市の魅力であり、その都市らしさであり、そうした他都市との違いをどう

アピールできるかだ。都市の個性、魅力を形成するものは多用だが、個別の建築物やその集合としての街並みが、

重要な要素のひとつであることに異論はないだろう。しかし、現実には、建築物や街並みでの個性はむしろ希薄化

する傾向にあるように感じるのは私だけだろうか。例えば、都市の玄関である鉄道の駅舎は、どこも個性のないもの

ばかりになっており、駅名を変えれば間違えてしまいそうですらある。 

 都市を構成する建築物の中でも、特に公共建築物は、直接多くの住民が利用することは勿論であるが、都市のラ

ンドマークとしての役割も大きく、都市の個性や魅力、イメージに与える影響度は大きい。それだけに、公共建築物

の整備に当たっては、従来にもまして都市間競争の激化を念頭に置き、戦略的な対応が不可欠である。そして、公

共建築物がここに個性を持ち、住民に愛されると同時に、それが民間建築物へも影響を与えるようになれば、自ず

と街並みにも個性や特徴が形成される。ひとつの公共建築物が醸し出す特徴が点から線に、更には面へと広がる

ことで、静岡市をハード面から特徴づけ、それが“静岡らしさ”として広く認識されるようになれば、都市間競争を勝

ち抜く上で大きなアドバンテージとなるはずである。それだけに、この公共建築整備指針は、今後静岡市が他都市

との競合が一層激化する中で、比較優位を維持するための戦術のひとつとして重要な役割を担っていると言えるの

ではないだろうか。 

厳厳ししくくななるる都都市市間間競競争争にに打打ちち勝勝つつたためめにに



 １１  公公共共建建築築整整備備のの手手順順                                                        

  

（（１１））ママネネジジメメンントト                                                            

  マネジメントサイクルの、Ｐｌａｎ（目標設定）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）に 

 Ａｃｔｉｏｎ（運用）を加えた流れの業務を進めます。透明性の高いプロセスを確保し、 

 関係者が目的から運用までを共有することで事後評価を重視した効果的な整備を行います。 

 

 

ＰＰｌｌａａｎｎ：構想、企画 

（フフィィーードドババッックク）          ・コンセプト確立（目的、敷地、規模、機能） 

                   ・関連法令等を確認する。 

                   ・関係機関と協議、調整を行う。  

                           ＤＤoo：計画、設計、施工 

                              ・コンセプトと各条件 

ＡＡｃｃｔｔｉｉｏｏｎｎ：運用                   を基に計画立案。  

                              ・計画案を基に仕様な 

    ・保全計画を実践する。    ＰＰＤＤＣＣＡＡによる       どを決定し設計図書 

    ・保全業務（維持管理）     公共建築整備       作成。 

     を行う。 ・

・

工事発注、施工監理 

    ・管理者､市民の評価反映。                　コストを意識する。 

                             

  

            ＣＣｈｈｅｅｃｃｋｋ：評価 

・

・

各検査､審査の実施。 

                  情報収集、データ蓄積。 

                   

  

 

 

  

 建物の一生（計画から施工､運用そして廃棄に至るまで）にかかる費用や効果を考え事業計画を

たてるライフサイクルマネジメント（LCM）を検討します。 

 

 



公公共共建建築築整整備備計計画画ププロロセセスス

１１．．構構想想企企画画段段階階 ・市民ニーズ等から発意された事業計画の概略をまとめ関係部局との調整を行います。

概要設定 候補地選定 スケジュール 事業費概算 事業手法 運営方式 企画書作成 その他

設定 検討

市　民 （要望・提案）

主管部局 目的・機能 立地条件 調整 有効性 検討・調査 指定管理者等 作成

関係法令 規制調査

企画部局 規模 総合計画 整合 事前評価 民間活用 協議 協議 事業評価

グレード 複合化など 費用対効果 総合計画

財政部局 整合 妥当性 民間活用 協議

実現性

建築 調査 調査 調整 試算 民間活用 協議

計画部局

建築 技術協力

設計部局

施設管理者 意見・提案

２２．．基基本本計計画画段段階階 ・抽出された条件を整理検討し、コンセプトを確立すると共に事業を予算化します。

コンセプト 敷地特定 関係機関 新規採択 周辺調査 施設レベル 事業費 保全計画

確立 協議 事案 設定 予算化 作成

市　民 （意見参加・アンケート調査）

主管部局 意見調整 説明 調整・協議 提案 配慮 意義 予算説明 計画立案

協議

企画部局 実行性 確認 採択 有効性 総合計画

新技術 整合性

財政部局 査定 査定

建築 提案 協議

計画部局

建築 既存施設 調査・協議 提案・調査 関係法令等 機能・性能

設計部局 調査

施設管理者 意見・確認 計画立案

　　（（２２））ププロロセセススデデザザイインン                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                      　　　　

　プロセスデザイン（計画の進め方を事前に決めておく進行管理手法）を作成し、携わる者
の共通認識とし、各自が、だれが何をすべきかを考え、相互関係を把握し整備計画を各プロ
セスごとに進めます。



３３．．基基本本設設計計・・実実施施設設計計段段階階 ・計画を基に仕様、方式等を決定し予算との整合を行います。

設計者 設計図面 建設費算出 関係法令等 設計時審査 事業説明 設計変更

選定・発注 作成 調査 設計ＶＥ （有の場合）

市　民 （事業説明・検討参加）

主管部局 協議 協議 確認・調整 市民 調整

関係機関

企画部局 妥当性

整合

財政部局 事業費査定 妥当性

建築 調整

計画部局

建築 契約・発注 構想精査 概算精査 調査・協議 検討・変更 内容説明 設計変更

設計部局

施設管理者 管理者

　　として

設計機関 契約・受注 設計与条件 建設費算出 検討・変更 設計変更

調査

４４．．施施工工監監理理段段階階 ・工事施工業者を決定し、関係先へ説明後着手、工事監理を行います。

工事業者 工事着手 竣工前準備 竣工時審査 完成引渡し

選定 竣工・検査

市　民 （工事説明）

主管部局 工事説明 調整 運用準備 引継ぎ

説明確認

企画部局

財政部局 総合評価

建築 総合評価 竣工時審査

計画部局

建築 契約・発注 工期設定 工事監理 竣工検査 引渡し

設計部局 総合評価 説明

施設管理者 業務 竣工前準備 備品類

説明確認

設計機関 契約・受注 工事実施 協議 手直し 引渡し

施工機関 総合評価 打合せ

５５．．運運用用段段階階 ・保全計画を実践し長期使用を念頭に維持管理を行い、評価をフィードバックします。

運用 保全業務 保全計画 保全データ 評価

維持管理 ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

市　民 （利用する・評価・要望）

主管部局 管理費 定期点検 設定 保管・運用 報告

予算措置

企画部局 総合計画

事後評価

財政部局 保全費査定

建築 定期点検 立案 管理 調査・検討

計画部局

建築 保証 蓄積 検討・活用

設計部局

施設管理者 業務 日常点検 現地実践 活用 情報収集

施工機関 瑕疵・補修 報告



２２  公公共共建建築築整整備備ににああたたっっててのの新新たたなな潮潮流流

 （（１１））市市民民参参画画

    近年、多様な市民ニーズが市政に寄せられ、公共建築においても直に市民と接するものであり、 

   関心も高まっています。施設を実際に利用する市民や管理者の意見を、企画計画段階から取入れる 

   ことで、より好ましい施設運営を通し、良質の市民サービスが提供されることになります。 

      

 

                

          満 足           成果（施設）  

  

           市 民           公共建築整備        

 

           ニーズ           プロセス（参画） 

 

 

 

    良質の市民サービスは、施設利用の本来の目的（サービス）と、それを受ける過程（わかり 

     やすい、楽になど）や環境（快適さ）によって得ることができます。 

 

 

 

   ①①市市民民参参画画のの方方法法                                                          

     市民アンケート、住民や関係者へのヒアリング、説明会、※ワークショップなどにより、市民 

     の意見を聞くことができます。地域性や施設の規模、用途などの事業特性に応じた最適な方法 

     を選択します。 

 

   ②②市市民民参参画画のの留留意意点点                                                          

 あまりにも広く市民の意見を取入れることで、施設の規模、設備等が過剰になることが予想

されます。市民参画の適切な方法を検討し、真に必要なものをまとめていき、運営開始後も施

設を使用する市民の意見要望を、評価として次の計画に反映させることも市民参画といえます。 

      また、意見の一致（合意形成）は関係者が相互に意思疎通を図り、立場の相違、意見の相違 

     を理解しながら決定に納得できることであり、「受益者の利害、考え方、進め方、決め方」等に 

     配慮し進めます。 

 

 



 

   ③③説説明明責責任任（（アアカカウウンンタタビビリリテティィ））                                        

     公共建築整備は透明性を求められるもので、適正さの理解を得るためにも説明をする責任が 

    あります。説明をする対象者は、市民をはじめ行政内の各部局、設計等委託先などが考えられ 

    ます。 

 

   ④④ママーーケケテティィンンググ                                                        

      企業が消費者行動から、商品の購買までを把握しようとするプロセスであるが、公共建築に 

          対する市民の要求、満足を、ニーズ調査、ＣＳ調査（顧客満足度調査）等により把握しようと 

          することも同じことが言えます。 
 

 

 

 

 

 

 

   ※ワワーーククシショョッッププととはは  

    特定の課題に対応するために、課題に関心のある人が集まり、話し合いなどの協働作業を行うこと。 

                                             （行う場） 

 

   用用語語 ＰＰＩＩ（public involvement） 

       市民参加について使用される用語で、意思決定への参加をさすものではなく、意思決定までの 

       過程に市民などを関らせるという特定の参加形態。情報発信などひとつのプロセス。 

  

   参参考考   静静岡岡市市自自治治基基本本条条例例                                                平成１７年４月１日施行 

      「静岡市のまちづくりにおける最高規範である」（前文より） 

       「市民主体のまちづくり」「情報の共有」（基本理念より）  

       ・市民は、まちづくりに参画する権利とその結果を享受する権利（第８条）、計画の段階から市政に 

       参画する権利（第１０条）等を有する。 

       ・市は、市民の視点に立ち職務を遂行し（第２０条）、市民からの提案を施策へ反映させ（第２２条） 

        市政に関する説明責任（第２３条）等がある。 

 



 （（２２））品品確確法法（（公公共共工工事事のの品品質質確確保保のの促促進進にに関関すするる法法律律））                              

    この法律は、公共工事の品質を確保することが、地域社会に寄与し、国民の利益となることから、 

   公共工事の品質確保の促進を図ることを目的としています。発注者の責務として、発注関係事務（仕 

   様書・設計書・予定価格等の作成、入札・契約方式の選定、成績評定、契約など）を適切に行い、 

   基本理念に基づく公共建築整備を推進します。 

 

 

    基基本本理理念念  

    「「公公共共工工事事のの品品質質はは、、・・・・・・」」  

      ・国、地方公共団体、発注者、受注者がそれぞれの役割を果たすことで確保できる。 

      ・建設工事の品質は、使用して初めて確認できる。また、その品質は受注者の技術能力に負うと 

     ころが大きく、経済性にも配慮しつつ価格以外の要素も考慮し、価格と品質が総合的に優れた 

     内容の契約がなされることで確保できる。 

    ・工事の効率性、安全性、環境への配慮等が、品質を確保するうえで重要な意義をもち、適切な 

          技術又は工夫により確保される。 

   

 

        品品質質をを確確保保すするるたためめのの発発注注手手続続きき  

  

          

           受注者の技術能力・技術提案 

 

          発注者の中立・公正な技術評価 

  

        価格競争から、他の要素も含めた総合評価方式 

 

 

                         発発注注者者支支援援 

総総合合的的にに優優れれたた内内容容のの契契約約          発注関係事務を適切に  

                         実施できる者の活用 

                          

 

 

        適適正正なな価価格格とと優優れれたた品品質質をを確確保保ししたた公公共共工工事事    

 



 （（３３））民民間間活活力力のの活活用用                                                                    

        企画、設計から運営に至るまで、従来の行政主体から民間の技術を取り入れることで、より効果 

       的な整備を行うことも検討されます。 

 

ＰＰＦＦＩＩ((pprriivvaattee  ffiinnaannccee  iinniittiiaattiivvee）） 

     民間事業者が民間資金等を活用し、自ら公共施設の設計、建設、維持管理、運営計画を提案し、 

          公共サービスを行うもの。  

     （民間の知恵を活かした効率的な公共サービスの提供） 

 

   ＰＰＦＦＩＩ事事業業類類型型  

     ・・独独立立採採算算型型         （利用者が支払う料金で運営を行う） 

     ・・ジジョョイインントトベベンンチチャャーー型型    （利用者が支払う料金で運営するが、公共部門の支援有り） 

     ・・ササーービビスス購購入入型型        （サービス購入対価を公共部門が支払う） 

    

   ＰＰＦＦＩＩ事事業業方方式式 

    ・・ＢＢＴＴＯＯ  

          民間が、自ら施設を整備（Build）し、その所有権を公共に移管(Transfer)し、運営（Operate） 

            や維持管理を受託する手法。 

        ・・ＢＢＯＯＴＴ  

       民間が、自ら施設を整備（Build）し、その所有権を保有し運営（Operate）を行い、投資 

           回収後所有権を公共に移管（Transfer）する手法。 

 

指指定定管管理理者者制制度度 

    公共施設の管理について、営利企業やＮＰＯ法人、自治会などでも一定の要件を満たせば管理 

       者になることができる制度です。今後、既存施設、新築を含め多くの施設に取り入れられると 

    思われます。 

 

  管管理理委委託託制制度度ととのの比比較較 

    管管理理委委託託制制度度  指指定定管管理理者者制制度度  

委託先 自治体の出資団体 民間、ＮＰＯ含め幅広く 

選定方法 特定団体への委託 原則として公募 

業 務 契約範囲内 

利用許可権限なし 

選定契約内容 

利用許可権限あり 

利用料金収受可能 



    第第４４章章  

              ＰＰｌｌａａｎｎ段段階階のの公公共共建建築築整整備備  

                            （（構構想想・・企企画画））  

  

 

          Ｐｌａｎ段階では、この事業での目的を明確にし、 

     次の計画段階へ進むコンセプトを確立。          ＰＰｌｌａａｎｎ 

     「人にやさしく」「使いやすい」建築整備を進めます。 



  １１  機機能能性性                                

 

   公共建築整備において、施設での目的達成には様々な「機能」を必要とします。ここでは施設の 

   概略を決める基となる機能性を検討します。 

 

 （（１１））機機能能とと規規模模                                                                    

        施設利用者の利用圏、利用者数、利用状況などから、計画施設の規模や機能、運営方針等を計画 

    します。 

 

    ①①  機機能能とと規規模模    

      Ａ 全市域集約機能  市役所、アリーナ、総合病院、野球場  （大規模施設）  

      Ｂ 各区分散機能   区役所、消防署、保健所、図書館、体育館（中規模施設）  

      Ｃ 地域分散機能   公民館、保育園、小中学校、公園    （小規模施設）  

      ・全市域を利用圏とすれば、常時及び一時に多くの収容人数を要する「大規模施設」が  

       考えられ、想定に見合う敷地・建物規模及び、交通アクセス、駐車場台数などを検討 

       します。 

 

    ②②  主主なな利利用用状状況況とと用用途途、、目目的的    

      Ａ 昼間利用施設 （生活・勤労・健康）  市役所、総合病院（外来）、都市公園、保育園 

      Ｂ 休日利用施設 （余暇・学習・文化）  動物園、図書館、スポーツ施設、観光施設 

      Ｃ 夜間利用施設 （学習・健康・趣味）  勤労者施設、体育館 

      Ｄ 終日利用施設 （多目的・地区活動）  学校体育館、公民館、高齢者施設 

      ・施設の事業目的により、利用時間帯や利用年齢層が想定され、利用可能な交通手段、 

       必要な設備、管理運営体制が検討されます。 

 

    ③③  利利用用頻頻度度ににつついいてて    

       直接市民が利用する施設  

           ・学校、保育園、住宅、公民館 

           ・公園、図書館、病院 

           ・市役所、体育館 

           ・斎場、消防署 

           ・浄化センター、清掃工場、給食センター   

        間接的に市民が利用する施設 

  ・市民の利用状況などから、施設に必要な機能、設備を考慮し、何を重視すべきか検討 

  します。 

 



  

 

   機機能能・・規規模模・・利利用用状状況況のの考考ええ方方のの一一例例   

      野球場を    利用圏は       集中的に     交通       市民の                

       計画する   市全域を        大人数の     アクセスは    大量輸送が              

             対象とする      収容が可能    良好である   できる（鉄道等）        

        清掃工場を  市全域を      一般市民の     交通      駐車台数は         

         計画する  収集処理の      直接利用は    アクセスは    必要最小限で     

             対象とする    わずかである   不便でも可能    可能である             

        公民館を   利用圏は      地域住民に    アクセスは    少人数での   

         計画する  各地域を         多目的に     原則徒歩でも   終日利用が                 

          対象とする     活用される    可能である   行われる   

 

 

     企企画画段段階階ででののココスストト意意識識 

       構想から概略設定に至る段階で、規模、グレード、事業費などの大まかな姿が見えて 

      きます。以後、この姿の中で計画設計が進んで行くことになり、更なるコスト縮減が検 

      討されて行きます。企画段階からコストを意識し、必要なものを明確にします。 

 

 

 

  （（２２））変変化化すするる条条件件                                                              

 予測困難な社会情勢、市民要望に対応することが求められる昨今、変化に対応する機能をあ

らかじめ持たせることは困難ですが、多機能なまたは、改修が容易な機能を考慮し、将来の利

便性の向上を図ります。 

 

 ①制度、法令の改正等による変化   社会問題から起因するもの 

 ②対象者の変化（人数、年齢など）  間取り、内装、機器類の対象年齢 

 ③目的の変化 （広さ、機器など）  間取り、機器類の取替え新設 

 ④周辺の変化 （民間施設、開発）  人の流れ、人口増減、案内、景観 

 ⑤交通の変化 （道路、公共交通）  流入動線、駐車場、出入口 

 

 

      統統計計資資料料  平平成成 1177 年年国国勢勢調調査査結結果果よよりり  

            前回調査（平成１２年）と比較し人口の増減率は、国、静岡県がそれぞれ０．７％増加している中で、 

     人口５０万人以上の全国２６市の中では、静岡市（０．８％減）ほか２市が人口減少となっています。 



   

  （（３３））複複合合施施設設をを検検討討すするる                                                        

     土地の有効利用、多機能化による市民サービス向上、管理の効率化などの方策に施設の複合化 

     が上げられます。類似した目的、施策、利用者の複合施設が主として建設されていますが、多 

     彩な組合せが考えられます。 

 

 

    メメリリッットト    

      ａ．土地の有効利用   新規用地取得不要、建設コスト削減 

      ｂ．施設機能の多様化  利用者の利便性向上 

      ｃ．施設管理の効率化  人員削減、省エネ化 

      ｄ．相乗効果      新たな利用価値の創出 

 

 

      市全域を利用対象とする施設などを計画し、規模、交通アクセス、利用者数等を想定 

       した時に、新たに計画地を選定することは困難であり、複合化による敷地有効利用が考 

       えられます。また、利用時間帯の異なる施設の場合は、効率的な管理運営について検討 

       します。 

 

      

                  

 

 

 

     隣接した別施設ですが、余熱利用のつながりがあります。 

  

  

  

  

  

  

  

  

                新沼上清掃工場 ⇒ 余熱       余熱 ⇒ 健康増進館「ゆ・ら・ら」  

                                     

 



 

                                                                        

  

                                                              懇懇話話会委会委員員  山森山森  繁 繁 

 

市民が公共建築を利用する機会はとても多いと思います。それは市役所、公民館、図書館など、利用目的の異

なる施設が多く有るからです。そして、すべての市民はこれらの施設が、自由に楽しく、使いやすいものであることを

望んでいるのです。ですから、これからの公共建築の基本目的をしっかりと定め、進むべき方向を明らかにしていこ

うとする「公共建築整備指針」の策定には、市民はとても期待をしていると思います。 

 私は静岡市に住んで１８年になりますが、市内の公共建築を利用する際思うことは、施設までの交通手段の不便

なことです。公共建築を造るということは、その機能性と同時に利用しやすい環境であることも大切な要素です。そ

の点、近年建設された公共施設は、複合的に計画された建物も多く、交通手段も充実されつつあることはとても良

いことだと思っています。又、公共施設が多くの人とのふれあいの場になっていることも感じます。市民の交流の場

となり、進んで行きたくなるような施設でありたい。そんな意味から、できれば市民がゆったりと自由に共有できる休

憩スペースや空間のスペースがもう少しあれば良いと思います。 

 公共建築においてもデザインはとても重要なものです。地域性を活かした産業、歴史や文化を踏まえ、静岡市の

周辺環境は勿論、新しく生まれた各区の特色ある地域性を今後の公共建築デザインに反映させるべきです。 

 公共建築は市民の財産であるという意識を持ち、建設費・維持管理費の低減、環境への配慮等、今後検討すべ

き重要な課題がたくさんあります。ただ造るという時代は終わり、省エネルギー・省コスト管理手法を実践すべき時代

であり、市民全員がこのことを認識する為にも、これらの診断結果や対策効果を確認することも必要ではないでしょ

うか。 

 今後、新しく計画される建物は、市民の安全が確保され、快適な生活の場であることを基本とし、５０年、６０年と子

供が大人になるまで利用される。そして、市民のふれあいや成長を見守ってくれるものであって欲しいと思います。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

「「公公共共建建築築がが市市民民にに与与ええるるもものの」」  



  ２２  地地域域性性                                                              

 

  地域性は、元々の歴史風土を基に、生活環境、食生活、経済状況などから形作られるもので市民生活 

   に密着したものです。地域の歴史、風土、特性など、周辺環境をそこなわないよう配慮し、地域に調和 

   した公共建築をめざします。 

 

 （（１１））静静岡岡市市のの特特性性                                                                

静岡市は、海岸線から南アルプスまでを市域とするため、変化にとんだ地形、気候、気温など、 

        自然条件を充分に認識することが必要です。市域の多くを占める山間部には遠隔地が点在し、人 

        口の集まった市街地やそれぞれの地域に合った公共建築を考慮しなければなりません。 

         多くの市民にサービスを提供するため、利用者の利便性が良く、災害から守ることができ、環 

    境保全に配慮した立地計画をたてることが求められます。 

 

    ①周辺の整備状況及び計画を調査し、関係する将来計画と整合を図る。 

    ②利用者の移動距離と手段及び、実際の移動時間を把握する。 

 

 

 

 

 

 

                      

                                    ＪＲ静岡駅を出発点とした移動時間  

                           井川（１２０分） 

                                        

                        

                          

                              大川(５０分)   梅ｹ島(５０分) 和田島（５０分） 

 

                                            蒲原支所（４５分）  

                   新幹線    名古屋駅(６０分)            東京駅（６０分）  

                                           清水区役所(３０分)  

                           海岸地区（2０分） 駿河区役所（１０分）    

                                    ※自動車等によるおおよその時間です 

   

 



 

 （（２２））交交通通アアククセセスス                                                              

          静岡市は東海道の要所として、東西交通は発展を遂げておりますが、南北のとりわけ広範囲な山 

    間地での生活では人の移動手段は限られています。交通状況(交通手段）の現状から将来計画まで 

       を充分に考慮し、利用者の利便性、公務の能率向上に努めます。 

 

①公共交通機関の利用が可能か。また、廃止を含めた将来計画を確認する。 

    ②駐車場規模が敷地規模計画決定の要因となる。 

    ③利用時間と滞留時間を基に必要台数（職員用含む）を想定する。 

 

 

 

 

 

 

  交通網図 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（（３３））地地域域別別配配慮慮事事項項                                                                

    ①①歴歴史史地地区区  

     「「街街並並みみ保保全全」」  

       ・歴史的経緯を考慮する。 

        （歴史を重ね今に至った理由がある） 

       ・歴史的建造物と景観の調和を図る。 

                        （素材、工法など） 

       ・既存建物の再生。 

                          再建された坐漁荘 

                          

     ②②市市街街地地地地区区（（開開発発地地域域））  

      「「街街並並みみ、、景景観観づづくくりりにに貢貢献献」」  

        ・住宅、商業地区などとしての街並み（景観）形成に貢献。 

       ・発展中の地区において、まちづくりの牽引となる施設。 

       ・地域の生活リズムに沿った運営の施設とする。  

       ・民間を含む他の施設との相乗効果（集客、利便性向上）。 

                    

 

                 

 

 

 

 

         新たなまちづくりが進む東静岡駅周辺 

                           中心市街地の再開発施設 

    ③③文文教教地地区区  

      「「自自然然をを取取入入れれたた環環境境」」  

       ・周囲の自然環境に融合した敷地利用。 

        ・緑化推進、通学動線等をバランスよく整備し、 

         安全にも配慮する。 

        ・既存の樹木、地形などは最少の改修にとどめる。 

          

                      

                         丘陵地に建つ東源台小学校周辺 

  



参参考考 清清水水港港ににつついいてて 

 清水港は特定重要港湾であり、有数のコンテナ貨物貿易港として、またフェリー発着場としての機能を有す

る港です。施設として、コンテナターミナル、ＣＩＱ（税関、出入国管理、検疫）関連施設等が整備されてい

ます。今後、「※みなと色彩計画」、マリーナ、海浜及び緑地整備等により景観形成や周辺施設整備が検討され

ます。港は、港湾区域、臨港地区、港湾隣接地域、海岸保全区域、公共海岸等の行政区分がなされています。

清水港全景 清水港（コンテナターミナル） 

 

 

     ④④海海岸岸地地区区  

     「「自自然然景景観観とと自自然然災災害害」」  

                      ・静岡市の海岸線は、三保半島、大崩海岸など、 

                          海水浴場から公園、名勝地まで多様な活用が 

                          なされており、自然景観保護と災害対策との 

                          両面から対応する。 

                         ・塩害から津波まで自然災害に対応できる機能 

                          （素材、強度、防災機能等）を持たせる。 

        広野海岸公園遊具施設 

 

     ⑤⑤臨臨港港地地区区  

            「「港港湾湾機機能能ととイイメメーージジ」」  

      ・港湾機能を発揮できるように、周辺施設の整備を進める。  

       ・港のイメージを定着させ、魅力ある景観形成に貢献。 

       ・国際港として外国人に配慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※みみななとと色色彩彩計計画画ととはは  

  臨港地区にある施設等の新築、塗替え時などに、そのシンボル性を評価し、自然景観と人口景観の調和を

 目的とした、色彩計画案を作成し快適で個性的な港を作る計画。 



   

     ⑥⑥中中山山間間地地区区                                                              

      「「山山村村とと市市街街地地ののつつななががりり」」  

       ・広く点在する山間地区の生活拠点施設となる。 

        ・市街地と山村との間につながりを持たせる機能 

         を有する。 

    

 

  都市山村交流センター「わらびこ」 

 

    ⑦⑦山山間間地地区区  

      「「独独自自文文化化とと市市民民生生活活」」  

       ・地区独自の文化、風習に配慮する。 

         ・日常の市民生活の利便性向上に貢献。 

         ・地区の生活、産業の活性化に貢献。 

         

 

                           木造で建設された清沢公民館・幼稚園

                              

   地地場場産産木木材材のの活活用用

   公共建築に地元の豊富な木材を活用することで、地域産業の活性化や、木の持つ温もり、 

     快適さを市民に提供することができます。 

  

 

  「林業収益性の低下」   「コスト高」   

   「国産材需要が低迷」  「森林放置、荒廃」 

             

 

  「「地地域域材材需需要要のの拡拡大大」」      「「快快適適性性のの提提供供」」    

    「「地地域域材材のの安安定定供供給給」」        「「国国土土保保全全」」      

                           内装材に地場産材を使用 

 

 



 

 

      

                               懇話懇話会会委員委員 杉山杉山  廣 廣 

                          

 公共建築物は、市の様々な施策を現実に機能させるためのものであり、その目的にあった特色づけがなされ、そ

の地域の独自性や文化性等の個性（以下「地域性」という）が何らかの形で醸し出されたものであるべきと考える。そ

の表現方法は、企画者や設計者によって異なるであろうが、重要なことは設計やデザインが決定するまでの計画段

階において「共感のプロセス」を踏むことであり、そのシステムを徹底させることに大きな意味がある。 

■機能にあった特色づけ（イメージ戦略） 

 学校であれば教育の場らしさ、市営住宅であれば生活の場らしさであり、その感覚的なものは大切である。ただ、

感覚＝イメージは固定的ではなく、次世代に渡していくためには進歩的でなければならない。これまでの旧態然と

した考え方を一度リセットして、これから行う施設計画の中に機能のイメージ化を戦略として組み込むことが重要で

あろう。 

■静岡らしさと地域性の演出（CI と AI） 

 静岡らしさとして、「歴史・文化」、「温暖・明るさ」、「自然・山、川、海」等があるが、これらは静岡市の広域的なイメ

ージを示しており、広い意味でのＣＩ（シティアイデンティティ）である。それに対して地域性は、公共建築物を立地す

る場所の周囲を含んだエリア、例えば「山間地域」、「海岸線沿線地域」、「中心市街地」、「文教地域」等の特性を

示す、いわばＡＩ（エリアアイデンティティ）である。これらを計画に戦略的に組み込むことで、前述の機能イメージ戦

略と併せ特色のある施設となりうる。今後は「見られる」ことを意識した建築を創造する必要があり「AI」演出の検討を

重ねることにより、心の琴線に触れるような建築物が可能となるのではないか。 

■新しい方向性（静岡型の提案） 

 現在の公共建築整備のプログラムには、多様な項目が組み込まれているが、今後の展開のなかでより特化した公

共建築物とするために「静岡型」を提案する。例として、静岡型の「ＵＤの整備（より細分化したＵＤ）」、「環境素材の

開発導入（お茶などの建材化）」、「緑化計画の徹底」、「情報化推進（ネットワーク、ミニＦＭ導入）」などが考えられ

る。これらを徹底して建築物に要素として組み込み、静岡の新しい伝統を創りあげることに挑戦したい。 

■官民のパートナーシップ 

 市民の有意義な利用なくして公共施設は成立しない。そのためには、官民の強固なパートナーシップのもと、多

様な利用形態に対応できる施設の設定が必要不可欠である。そして、そこに戦略によって裏付けされた｢機能イメ

ージ｣や「静岡らしさ」「AI の演出」「静岡型」を導入してはじめて、市民が誇れる自分たちの施設が実現するのであ

る。有効なコスト活用により実現すべきものは実現させるという確固たる姿勢が大切であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 静静岡岡市市のの公公共共建建築築物物ののあありり方方



・・暖暖かかいい      （（年年間間をを通通ししてて温温暖暖なな気気候候、、雪雪がが降降ららなないい、、風風がが弱弱いい））  

・・自自然然がが多多いい  （（山山、、川川、、海海がが身身近近ににああるる））  

・・豊豊富富なな産産物物  （（山山やや海海かかららのの産産物物がが豊豊富富ににああるる））  

・・市市民民気気質質    （（温温厚厚なな人人柄柄））  

（（４４））「「静静岡岡のの魅魅力力」」ににつついいてて                                                        

   地域性、周辺環境、景観等に配慮した公共建築整備を行うにあたり、「静岡の魅力」も、ひとつの 

     要素として考えなければならないものです。 

 

   「「静静岡岡のの魅魅力力」」（（ららししささ））ととはは・・・・（市民アンケートより）

         ↓↓    

 

 

 

 

 

         ↓↓  

「「形形ででははななくく、、イイメメーージジやや感感じじるるもものの」」

         ↓↓    

   固定化された形態のないものを、主に平面と直線で構成された建築物に表すことは難しく、 

         新たな表現手法が求められます。 

 

 

 取取りり入入れれたたいい考考ええ方方  

      統一感を持たせた要素をさりげなく盛り込むことで表現 

 

          暖かい  ３  産 物    １ 緑化、花、屋外活動 

             １   ２        2 海産物、山村特産物 

             自然が多い          3 果樹、果実、茶 

                             

   

   ・年間を通して温暖な気候 屋外スペースを活用する。草花の育成。 

   ・周囲に自然が多い    借景として取り込み、植栽により緑化。 

                産物（みかん、茶など）を植栽にする。 

                海、山をランドマークとする。 

   ・地場産品の活用     公共施設における地域材利用の促進。 

                工業製品、工芸品等の部材としての利用。 

                公共施設で特産物を飲食、購入できる。 

   ・色彩          区のカラーを決め、エントランス等に使用する。  

 



 

 

 

                             懇懇話会会長話会会長 川川口口  宗敏宗敏         

 

建築デザインにおいても、地域づくりにおいても、常に「静岡らしさ」とは何かという問いが、議論していて現れる。

公共建築デザインにおいても、「静岡らしさ」とは何かという問いは、非常に重要である。街並み景観の視点からも、

公共建築デザインが地域の先導的なデザインの在り方を提示してくれることを、期待している市民は未だ多いと考

える。 

この「静岡らしさ」が言及される時、多くの人々は、静岡市が海、川、山に囲まれ、富士山も仰げ、自然豊かな素

晴らしい環境であることを指摘することが多い。この豊かな自然環境に抱かれた静岡市は、確かに、気候温暖で風

光明媚な地である。実際、雪はほとんど降らないし、強風もほとんど吹かない。 

ところが、人がつくった都市部分はどうかというと、残念ながら余り自慢できない。しかし、静岡市役所の高層階に

ある展望室から眺められる 360 度のパノラマは、静岡市がコンパクトシティであり、街全体としてまとまりある都市景観

を持っていることを教えてくれる。平野は少ないが、山と海に囲まれている。駅を中心として建物が高密度化し、中

心から離れるにしたがって低密度になっていく。街全体として、実に巧く形成されたコンパクトシティである。しかし、

地上に降り、歩行者の目で周囲の建物を見回すと、都市景観を阻害している建物も多い。どうも、「静岡らしさ」は、

自然環境において自慢できても、人工環境においては特徴がないと言わざるを得ない。これは、官民の建築デザイ

ンにおいて、デザインのクオリティが、全体としてお粗末であることを示している。もし、駿府城の天守閣が残ってい

たら、様相は変わっていただろうと思いたくなる程、日本の他都市との差異は少ない。 

この様な状況下に在り、建築デザインのクオリティからして、民間建築に範を示すべき役割は、未だ公共建築に

あって大きいと考える。公共建築は、市民の利用頻度が高く、安全・安心は言うに及ばず、デザインのクオリティの

高い施設を基本とすべきである。それらクオリティの高い建築の集積が、次世代に引き継がれ、更に集積することで、

時代を経て「静岡らしさ」を形成していくことができると考える。例えば、江戸、明治、大正、昭和、平成といった各時

代を代表する名建築が、それぞれの時代に一つくらいは欲しい。市外からの観光客が建築見学に訪れ、一日一回

くらいは、それらの名建築の案内ガイドを必要とするくらいの建築デザインのクオリティでありたい。 

    静静岡岡ららししささ




